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長帯，励起波長帯の損失低減や非線形係数とラマン利得係数の
最適化など集中ラマン増幅器に適した高非線形ファイバの開発
も進んでいる。
一方で高非線形ファイバを利用した波長変換器やパルス整形
器，光増幅器を実用化する上で，コンパクトな高非線形ファイ
バモジュールの検討も必要である。例えば通常の19インチラ
ンクの1スロットにオンボードで収納できるモジュールは薬 谷口友規
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